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80年，甫イタリアで起こった大地震の被災者のために援助活動をしていた頃でした。
私はナポリ東洋大学の学生でしたがボランティアに興味を持っていました。イタリ

アでは，ボランティアに興味を持つことは特別なことではなく，その精神は日常生

活の中から漉いてくると思います。 r隣人愛jが普から教えられている国であるた
め，そのキリスト教的な鑑値観はまだ残っています。例えば日曜Bに，老人ホーム

または議児院を訪ねてみると高校生がたくさんいます。もちろん，蕗設の中にいる

方々の親戚ではありません。彼らは専門的な仕事はしませんが，独りぼっちになっ

たお年寄りと話したり，家族を持っていない子供と遊んだり色々と教えたりします。

これは普濡のことです。誌もその一人でした。そして，ジョヴァンニ先生に出会っ

てその指導を受&1.色々な話動に参加させていただき，学生時代は非常に興味深かっ
た時代でした。その持に蛤めて開発途上匿の状挺を知り，先生と鵠の友人らと共に，

韓国，フィリピンタインドを走り回りました。また，イタリア歯肉では外国人労働

者のために活躍していました。

1990年に私は来8L.名古麗聖霊短期大学で教えるようになりました。イタリア
から離れた私は少し心細かったのですが，ジョヴァンニはこう言いました。 r人間
はどこにいても入簡です。あなたはこれからたくさんの若者の責任を持つようにな

るのだから頑張って下さい。あなたが学生だった轄に大入から習いたかったことを

教えて下さいj。

日本の若者と出会って一番目立った特設は f無関心」でした。人生に対しての無
関心。他人に対しての無関心。何も不自由のない留に育った若い人たちは，どんな

素晴らしいことに出会うことができても感謝できません。すべては当たり前のこと

になってしまうのです。健康，お金，食べ物，仕事。鞠事の意義を探さず，社会の

譲れに合わせるだ'1でまるで理性と魂は蘇捧しているかのようです。
幸い私が担当している科目の中Sこ「国欝文化序説jがあり，この科目によって少

しずつ学生に近づけるようになりました。なぜなら，富際文化を理解したいと思う

なら，まず「人間j を理解しなければなりません。この f人間」とは，理論的なも
のでも哲学的な議論の課題でもありません。人爵はイタリアに生まれたこの私. 8 

本で生まれたあなた，アフリカに生まれた彼女です，しかし，もし弘，あなた，綾

女は，同じ入閣として問じ軽本的な錨鎖観を持っていないなら，どのようにしてコ

ミュニケーションをとることができるのでしょうか。正義，平等，愛は，好みの間

頴ではなく理性が認める真実の問題です。しかし. 20世紀の人間は瞬昧な生き物に

なってしまい、すべてが自由の名によって可能になった時代に生きている入閣は

f真実j という雷葉を拒むのです。 r好きなように生きるんだj というスローガン
が今世紀の錠となりましたが、ぞれは結局「勝手に生きる j ということです。他人

が困っていても構わない、自分を破壊しても構わない時代になりました。ジョヴァ

ンニは若かった私たちにいつも譲り返しました。 r自分の中に潜んでいる良心の声
を開きなさい。そうすれば何をすべきか分かる。問題は好きなように生きるのでは

なく人間らしく生きることだと思う jとo 人間らしく生きることは人生の喜びです。

しかし，その喜びを得るために自分では決めていない f声Jに耳安額けなければな
りません。その声をはっきり磁くと自然に他人と一致するようになります。人題は

皆悶じ人類に属し，間む家族の者です。互いに賞在を持ち，互いに助け合い分かち

合うべき者です。この自懇の提は良心の中に警かれています。ですから，それを無



視することは，人間が自分の本質的な要求を無説し，人間であることを止めること

と同じなのです。

このようなことを信じて，私は学生に訴えました。速い国で苦しんでいる人々に

関心を持つことによって自分の中に眠っている人間性を育ててみませんか，という

単純なアピ ルでした。オ 1)恥ブジャパンはそこか白蛤まったのです o

オリ ブジャパンの活動

オリーブジャパンの活動は NGO活動であり 4つの謹類、に分れています。

1 )情報
報告書，雑誌，ちらしの作成などを行ない，開発主主上国に関しての情報を広

げたり提供することによって，その国々の困難な状況や文化，言葉 などを

知らせます o

会)開発教

開発教育とは騒の広い活動を示す表現ですが，オリ ブジャパンが行う開発

教育は開発途上国についての知識を深めるために，先進国で企画される講義

や講癌です o 特に，教育機関内で行われる活動です o

3 )現場に派遣するスタッフの選択と研修

オリーブジャパンを通して開発途上国で母きたい人が度々出てきます。その

場合には， しばらくの臨オリープジャパンの責任者はその方々と交流しなが

ら民的を確かめます。私たちの目的や理念を理解出来ない場合にはお断りす

るか，または，他のグループに紹介します。そして現場に行くように指示を

受けた人に現地の言葉，文化，法律などを教え，その屈で行われる活動の技

衡がjな知識など全般にわたって講習が行われます o

4 )資金を集める

NGO活動を行うために資金が必要になります o 資金には三つの用途があり

ます o

(1)園内で器発途上国のための色々なイベントを行うため o

(2)園内での事務所の設立，運営資金。活動を続けるための諸経費(専従スタッ

フの給与，事務所の賃借料，電話料金など)のため。

(3)現場で行うプロジェクトのため。

資金を集める方法は様々で，そ的団体の創造力によります o

1.バザ一一，写真展など催しの調援，販売活動など

2.会員制度
3.寄付

4.財団，企業，省庁(郵政省，外務省など)からの助成

オリーブジャパンが支えている海外プロジェクト

なプロジェクトは二つです o

1.メキシコのメキシコシティにある ICTE(イタテー InstitutQCicntifico Tecnico 

Educati vo )技街専科短期大学の設立と運営支持 o

2.エルサルバドルのストリ トチ/レドレンの援助活動 o
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メキシコは近年非常に発展し，近い将来韓関と同じように先進国になるかもしれ

ません。しかし，その遊歩を外国から入ってくる資金と人材に頼り続けるなら，こ

の閣は実際に自立することができないと患います。ここからIC叫が生まれました。

メキシコ入のインテリアデザイナーや建築家を育て，若い人を自分の国の中で犠か

せるために専門的な技衡を教授します。実際に環在のメキシコでは建築ブームが起

きており，その分野の専門家にとっては仕事が見つけやすくなりました。 ICTEはイ

ンテリアショップも蛤め，そこで学生は実習もでき，また受ける利益は学校の経済

的な支えにもなりますo そして，学衝議接，諾j苔，パーティーなども行います。オ

リーブテャパンは資金援助，物資韓送，人材採遣などの協力をしています。

エルサルバドルは内戦が長期化し，約 8万人の死者と 50万人の難民を出しまし

た。 2年前に戦争は終わりましたが，状況はまだ薮しく，欝にはストリートチルド

レンが溢れています。食べ物も着物もなく，教育も受けず，動物のような生活を送っ

ている子供たちです。私たちのボランティアはまず彼らと f入路j として付き合い
ます。大人に乱暴に援われ，利用され，自分の親からも見捨てられた彼らたちの信

頼を得るまでιは時間がかかります。オリープジャパンのボランティアはエルサル
パドルの現地NGO. カウンタパートであるFUNDIPRO(Jげ-I1D-Fundacio恐 Divina
Provide獄cia)のスタッフと共にストリートチルドレンに食物や着物を与えるだけで

なく，綾らと一緒に遊んだり，歌ったり，遠足をしに行ったりします。サッカーチ

ームも結成しました。子供たちがスポーツをすることに熱中するなら，蘇薬や窃援

をするための時間がなくなるからです。そして，教育講座も行います。このように

して資金援助，物資韓送，人材誠遣を行っていますo 本年度，オリープジャパンは

郵政省の国際ボランティア貯金の配分金として2.343.000再を受け，首都サンサル
パドルの子供たちのために議製技衛指導議践を始めました。その他に愛知県層際交

掩協会からは 50.0.000円を頂き，現地の女性が自由に利用できるミシンを10台購入
しました。

結論

オリープジャパンは若い団体であり，勉強や経験がまだ足り註いと思います。し

かし，関心と善意があれば人関は不可能に毘えることでさえも可能にすることがで

きます。現在，オリープジャパンには約 100名の協力者がいます。 2名の日本人ボ
ランティアは現場に符き，有訟の専従スタッフが1名，無給スタッフが4名いますo
そして，協力者の中で，専門家もいれば，専門を持たない人もいます。しかし，自

分なりにできることがあればそれでよいと思います。私たちが実現したいプロジェ

クトはまず蔚院やダムを建てることではありません。それぞれの留の政府や国連の

ような大きな鑑識は，素晴らしくて偉大なプロジェクトを行っています。私たちは

小さなプロジェクトを行うことによって，出会った最も見捨てられている人々が，

自分も尊畿のあるかげがのない人間であることを意識するように努めています。
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1 . 1 C T Eの図書盤増築(メキシコ):必要資金 250万円
ICTEには小さな国書館があり，建築・インテリアデザイン関連の書籍が現在

約100冊設置されていますが，今年度からの国際文化学科(東洋文化コースも含む)
増設に伴い，関係書籍の充実と図書醸の増築計画が立てられています。

n. 1 CTEの学生lこ対する実学金(メキシコ): 1名 6ヵ月分 25万円
ICTEに通う生徒の中には経済的に困難な状況にある学生がいます。この学生

らが勉強を続けられるょっにと奨学金制度の導入が考えられています。

j[. FUNDIPRO事務頭へ6経務援助(エルサルバドル):毎月 20万円
FUNDIPROの仕事は現在増える一方で，スタッフは事務所を通して{ストリート

チルドレン援助活動，公開講座，資料の印刷等の作業を行っています。仕事の拡大

に伴い，現在のスタッフに加えてエルサルパド lレ人の秘書を麗う必要に迫られてい

ます。同時に電話線の増設とコンピューターならびに印刷機の購入予定もあります。

現地との情報ネットワークを確保するために，オリーブ事務局にとっても重要な意

味を持つプロジェクトです。

上記の支援計画に対するご支援・ご協力をお願い致します。オリープジャパン会

員登録についての詳しい方法は， r事務局だより j のページをご覧下さい。また，
語学講座やシネフォーラム，バザー等にも是非ご協力，ご参加いただきますよう重

ねてお願い申し上げます。

惨寄付の振込先 I~部硬振込口座 オリーブジャパン国際開発協力協会 宛!
i 口座番号 008 90-1-2 458 2 

持急ご母'3i:~ーと与佐諸家法霊'f/ p智 3どダ"If: 尋~-~繋

主三ムー3月ヂタダT4'-T4'.ナー:お一人様 3500円
昨年ご野評をいただいたイタリアンディナーの第 2弾 o 日程等の詳細は近日

中に発表予定です。予約ご希望む方は，オリーブ事務局までお申込みください。

*4月議長ぎ'h-i!/I!!!i1! :イタリア語・スペイン語・英語
詳しくは語学講座案内ページをご覧ください。参加お待ちしています!

*6月ヂタグ戸ィーノダダー in 城北梧カトリック教会
桓併の初夏のバザーです。 4月よりバザー用の品物集めをしますので，今年

もご協力よろしくお騒い致します。

* 8月イタグアA;夕、7-r…アアー



両五緩磁磁緒縦長話料紙オー リ 一一つ7- 乙P ャノぐニ/玉ミこイヒ言誇昆援商科.~磁器緩縦磁秘説保

言醤竺詳 T ズヌラゴミ aJこごア立案下句

嘉手議費イタリ T 言吾言:蒔再!至

一一初綾文法がベースの会話レッスン…一

毎月第 2. 4 水曜日 19:00~20:30

議離:早川準子
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一一イタリア入による実議会話レッスン一一

毎月隠選金曜日 19:00-20:30 
講師:アンジェラ・ヴォルベ

落グ議費スペイン言吾詳毒磁亙

ー… 一小人数制で楽しいレッスン 一一

****** 主主 主主 ****** 
毎月第 1. 3木曜日 19:00-20:30

講師:吉田シルピア

Æ~~?lfllt!五
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」やさしし、~言吾喜善奪居室

一話せる英会話習得プログラム

毎月第 1. 3木曜日 19:00-20:30
議騨:桜井芳江

全講痩とも受講鶏摺は 1年，受講料は 1ヵ月 6000円です。 8月はスタディーツ
アーのため休講とさせていただきますので予めご了承ください。

会場は，イタリア語講座が藤が丘コミュニティセンター，スペイン語，英語講座が

名古屋市東社会教育センタ です。

本講座の収益は一部を騒いて，中米エルサ jレパドルでストリートチルドレン支援活

動を展開中の[パウロ三木センターjへの支援金とさせて頂きます。語学を学びなが

らストリートチルドレンの支援活動に参加できる当協会オリジナルの語学講座です。

語学習得にボランティアという目的がプラスされれば，やる気も 2倍にふくらむと患

います。

またスタディーツアー参加ご希望の方iこは 3ヵ罷語とも活患できる言語になってい

ますので，いずれかの講座を受講していただけるようお嬢い致します。





オリ ι ププレス館官記会特集

「怒号多詮長主主上二 E留にニお 4アる/ぐー トづ一一- 0コ程変民文一!

ージョヴァンニ・リヴァ講演会 f現地のNGOづくり一将来と展望』よりー

開発途上国でパートナーを育成するためには，少なくとも 3~4 年が必要です。それも支援

事業の計画が始まる前にです。このような活動には叡気と忍献が伴われなければなりません。

人々と共に生活し，話し，食事をして友人になることで，少しずつ彼らが問題窓識を持つよう

になり. el立して大人であることを確認していかなければならないからです。つまり私たちが

自分の留に婦国しても，彼ら自身がそのプロジェクトの理惣を自分遠のものとして同じ理想に

向かつて頑張り，その責任を自由に選んでプロジ ι クトを実行していくのです。このようなプ

ロジェクトは大変苦労が多く，その過程には長い時間を要します。結果がどう出るかを前もっ

て知ることはできません。

私達の方法は，現地に赴いて詩践を建て，後は任itて帰ってくるという方法ではなく，人間

関係を一番大切にするものです。建設とは，ただ建物を建設することではなく，人と人の関の

鮮の強設なのです。 “ヒューマン・フ Tクター"が第ーだと思います o そうするためには謙遜

であることと忍酎が必要です。なぜなら，諦めたくなることや幻滅してしまうことが山ほどあ

るからです。しかし，務めずに新しいスタートを繰り返しながら色々な可能性を発見します。

つまり自分が考えた現実と存在している現実が全く逢うことを発見するのです。良い意味も惑

い意味もどちらも含めてですが，とにかく f違う」のです o

彼らと仕事をする時にはいくつかの点安中心にしなければなりません。第一に若者たちに注

意を払うことです。若者はその国の未来なので大切にすべきです。上流社会の若者たちの中に

も，正義与を信じて何か良いことをしたいと考えている人がいるので，その力を借ります。新し

い力者長持っている若者と同時に伝統を忘れないことも大切です。例えばお年寄りには多くの知

恵があり，経験翠富な方がたくさんいます。彼らも若い頃には色々な夢を持っていたでしょう

が，後に人生は辛いもの或いは権力の飯食になるなどして年をとってしまいました。しかし，

熱意のある若者と出会うことによって再び自分の熱意を呼び覚ますこともあるのですD ですか

ら，そのお年寄りの方の力を借りて，若いカを伝統の中に働かせます o お年脊りは若者に自分

の技術や知識を与えることができ，伝統を守っていくことができるのです。従って，一つのポ

イントは，若者を自分の伝統の中で育てることです。そしてもう一方では女性たちに若田しま

す。このような国で女性は大変苦しい状況に立たされているので，自分たちの状況を変えたい

と望んでいます。ですから協力的でエネルギ を持った女性はたくさんいます。また，自分に

代わって現在行っている仕事を任せられる人を探すことです。私が去った後に引き継ぐのは誰

か. rこの人だったらJと感じた一瞬ですぐ試みることです。私達はこのような活動をしたい
ので一緒に取り組んでドさい，と即座に責任を感じさせるようにします。同時にそのような

体的な仕事をさせて，その仕事の産味の大きちと錨鐙そ説明します。例えば，蜂を鶴湾して蜂

を作りたいとします。しかし，自分の民族には蜂蜜だけが必要なのではなく 1:きる目的が
必要なのです。ですから.その人が具体的な苦しい仕事を遜して，全体的な意味を理解するよ

うに脊てるわけです。そこが最も難しい点です。このような仕事の質の飛躍を私迭の国の諺を

借りるなら「大理石そ噛むj と言います。つまり歯が折れるほど困難だということですo

もう一つの大切なポイントは「人間性j と「信頼jです。パートナーに出会うとすぐに格好

の良い話がしたいものです。自分を却滋させてしまうことや間違いは言いたくありませんから。

そして栂手も関様に格好の良いことばかり言うのなら，艇のつき合いになってしまいます。そ

のようなことを恐れないで，自分のことを正箆iこ栂手に見せ，相手も同じ態度で向き合い，本

来の姿から始めることが大切です。人間としての深みを互いに築くことです。私と栂手の閤の

~#""""#""""""""""'~'.伊""""#""""""""""""""""，，.、 ~DßA~AØ~#~I"""'~"""~""""#""""""""#，，，"""，"""""""，.
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一致を目指しながら，共に真面白で嘘なく働くことができる環境安作ります。このような一致

は.すべての人間との一致の象徴のようなものにならなくてはなりません。例えば資金がすべ

て断られ，借金は山ほどあり，ボランティア遂はその状況に訂減して去ってしまって最低な状

況の中に置かれても，何度も頑張ろうとスタートを試みるという人間性を深めていくことです。

すべてを失ってしまったとしても，その人組性の採さや人間関係の太さが残るのなら大丈夫で

す。大切なのは，パートナーも私達も学ぶ心を持たなくてはならないということです。自分と

相手の限界を許し，同時にお互いの可能性を活かすことです。栂手の文化を愛すること，つま

りその文化を愛するための精神を養うことが大切です。もちろん，この過程は非常に長い道程

です。しかし，長いということは少しずつ行われるということです。寅』任も少しずつ在せます。

例えば，突然に 34万円を渡して使って下さいというようなことでは大変なことになってしま

います。自分たちで勝手iこ使ってしまわないように「今年は 50万円を与えますJと渡してか

ら「こういう目的のために使ってドさい」と指導します。その次に 10 0万円を渡し，前の 5

O万円がどのように使われたのか報告を聞きながら打合せをしていきます。パートナーは，少

しずつ証されたことを自分の役呂として考えていかなければならないのです。私達は白立し，

これは自分議がやりたいことだという考えに至るまで意識を運んでいくのですo ですから私達

の仕事は資金を集めて現地へ赴いて何かを躍でて滞ってくることではありません。それはまだ

簡単なことです。私達は「技術中心主義」ではなく，人間が人間として扱われる人間関係を求

めます。これは教育的な過程です。この過程は非常に長い道程です。優越感あるいは自分の民

族をI:t心にして人を j二から下へ見ドすこと，そのような差別的な過程ではないのです o 本:うに

平等な立場でパートナーと共にいることが大切です。同時に教脊的な過程の中で大切なことは，

絞らのやる気を育てることです。私達だけではなく，彼らにもIfを流しながら頑張ってもらっ
てこそ，共に喜びを分かち合うことができるのです。このような理念を持っと， 3年間の問に

実現させたかったプロジ L クトに実際は 10年の年月を要するでしょう Q しかし，それでもよ

いと思います。パートナーとの閣に良い関係が生まれて，彼らが自立するようになり，私との

友情を大切にして自分も醤のために働くことを希望するようになるからです。そうしないなら，

夜、逮はお金そ持っている人「ロス・グリンゴス・コン・ラ・プラタ(お金を持って来たアメリ

カ人)Jがやって来た，もしくはサンタクロースのような存在として扱われてしまいます。そ

うならないように一緒に汗を流し，教育しながら活躍しなければならないのです。そうするこ

とで彼らは，ただ待つだけで誌かが助けてくれるという浮浪苔的なメンタリティーから解放さ

れます。つまり，自分が人生の主人公になるということ，政府や権力e持った人々からすべて
与えて貰うことを額わずに自ら頑張るということです。これをパートナ一途に教えなくてはな

らないのです。

才リ申プジャパンIj¥冊子i審議議会シリーズj母ご案内

オリーブジャパン発行の議演会nu子(全5巻)リストを掲載します。ご希望の方は，
までお気軽にお申し付けください。定価は各 50 0 !Ljです。

1 人間の尊重のための無償の心~エルサルパドルの経験を終えて~

忽 出会い・分かち合い~中南米における教育と援助活動

3 中南米における人間の尊厳と女性の立場

4 現地のNGOづくり一一一一将来と展望

5 人生の緒げ一一ーすべてのことに意義はあるのか，意義はないのか

( *シリーズ 5はただ今製作中です。)



【エルサルパドル派遣 吉見ひかる1 認鞍Y
私がエルサルパドルに初めて行ったのは学生時代でした。アンジェラ先生の友達がそこでボ

ランティアをしていたことを知って，行ってみたいと怒ったのマす。本当はずっとフィリピン

でボランティアをしかったのですが，結局エルサルパドルになったことを不思議に患いますa

とにかく，一ヵ月<:した。私が行った当時はまだ内戦下でしたが，人々は優しくて明るかった

です。自分の家にでもいるような気がしました。言葉が出来ず，技術を何も持っていなかった

私は，まず最初にその文化を知るという仕事脅しました。やはり，ボランティアをしたいのな

ら，活動したい冨の言葉と文化をまず知ることが大切です。日本に帰国して卒業後，聖霊短期

大学で助手として 2年路努めていました。その問にオリープジャパンを遜してボランティアを

続けました。必要なときに必要なことをしました。オリーブジャパンのスタッフとー絡に公開

講座，パザ ルなどの準備をし，会員を探して現場で行うプロジェクトのために資金を集め，

スペイン語と英語の勉強もしていました。去年ず立正佼成会の奨学金を受け，再びエルサルパ

ドルへ来ました。 6月から“ドムス・クラウデ fア・グリニャーニ"に住みながら，フンディ

プロの手伝いをしています。 “ドムス'とは国際家です。そこで私以外にイタリア人女性 1人

とエルサルパドル人の女の子が 3入金んでいます。共同生活です。根本的なルールは 1つだけ

です。患いやりを持ってすべてを分かち合うことです。ジョヴァンニ先生がこの家を始められ

た理由は，エルサルパドルの費国で関っている若者に人留として平等な扱いが与えられるため

であると思います。カルメンとその 2人の鋪妹は私達とー絡に伎む前には，選で生活したり，

孤児院に入れられたりと辛い態いをたくさんしていました。今，彼女遼は普通の女の子の生活

に戻り，勉強したり，家で手伝ったりしてしています。経済的に“ドムス"に住んでいる私達

は，皆で協力します。カルメンたちは非常に愛乏なので少ししか出せませんが，大切なのは

f自分は乞食ではないj という怠議後持つことだと，怒いますu つまり，彼女達も陪じ人隠とし

て頑張ることができるということです。私はエルサルパドルの人逮を助けに行ったつもりです

が，実擦に助けてもらっているのは私であるような気がします g もちろん，オリープジャパン

とフンディプロのスタッフの一員として山ほどの仕事があります。洋裁講座，ストリートチル

ドレンの援助活動，サッカーチームの活動，事務所の仕事などありますが.毎日一番勉強にな

るのは私a身です。自分の限界と欠点を受け入れること，他人をそのまま受け入れること，他
文化の前で威張らないこと，子供のような学ぶ心を持つということ，そして謙遜に「よろしけ

ればお手伝いします」と頼めるようになることをエルサルパドルで習っています。

【メキシコ派遣 榊康不l議1

私は去年の 9JヲからICTEでボランティアとして働いています。英語と日本語，日本文化を教

えながらIC犯の学生のために B本への留学を考えたり，日本からICTEに学生を呼んだりする仕

もします。正疫に言うとメキシコに来てメキシコ人と付き合い始めた持. r伺だこれは!J 
と患ったことがあります。時間や約束を守らない，嘘を言う民族じゃないのかと私は何度も怒

りました。しかし，私のボスのイタリア人女性パオリーナ・レオ ニは私にこう言いました。

「あなたは臼本人だから日本のやり方が最も正しいと考えるのは当然です。しかし，メキシコ

人は自分のやり方吾持っています。なぜあなたは後らに自分のアイデンティティーを持つ権利

を認めてあげないのですかj と。その言葉に考えさせられました。人潤は皆それぞれの考え方

を持っています。私はその違う考え方を理解しようとしていなかったし，すべてを偏見によっ

て決めていました。だから頑張ってみようと決めました。入閣はそれぞれだからこそ良い目的

を持って一致できるのではないでしょうか。もし，皆同じものだったら f一致Jする必要がな

いでしょう。白と白と自が重なっても自に過ぎませんが，自と赤と緑などは途うからこそ一致

すれば虹ができます。互いに持っている途う良いところを交換したり，互いに欠点を許したり

詳してもらったりすることによって本当の人間関係が生まれると思います。



zエルサルパドノレ派遣 市)111滋之}
夜、は昨年約 3ヶ月半にわたってエルサルバドルに滞在し，パウ口二三本センタ w の活動に参加

することができました。パウロ三本センターとはサンサルノ〈ドノレ市内の中央公開で生活する交

の子ーたちのための家です o 月曜日から金曜日の午前 11 11年から午後 4時の開，いろいろな事情

で公国でくらすようになった 15歳から 20'銭くらいの女の子迷が自由に来ることができ，昼

食を食べたり， シャツーや洗泌をすることができます。そして，その時関与を一緒に過ごすなか

で，彼友たちと話し合うことがセンターの目的です。彼女たちは夜，公闘でホットドッグの屋

台などを手{云っていますが，危険から去す安守るために:マラ Jと呼ばれるまさ力的なグループに

鴎さなくてはなりまぜん。いくつかある fマラ!の聞には抗争があり，そうしたものに対する

恐怖心や，現実から逃れるために麻薬与を使うようになります。またグループ内での暴力や，危

険なものとしてしか披わない町市民Jの混線によって，彼女たちの心はとげとげしいものにな

りがちです。したがって，その心を少しでも落ら替かせる場所が必要です。

最初は彼女たちとどのようなコミュニケーシ討ンが取れるのかという不安がありました o し

かし，これまでのセンターの成果だと言えるのですが，驚くほど心を間ざすことなく私を受け

入れてくれ，彼友会たちの俊しい心づかいにも触れることができました。支援する者とその対象

になる者といった関係ではなく.本当の友人として出会えたということが良かったと思います。

また，毎濁水I程尽に皆で遠足に出かけるのですが，その時に家のゆとは違った彼女らの表情

そ見ることができました o センターのq:rでの限られた時間しかー絡に過ごTことはできないの

ですが，やはり，彼女たちの夜の生活は厳しいもののようです。毎日 3特になると公閣に滞る

支度をしなければなりません。そもこで彼女たちは化粧という武装をして次第に日つきも変化し

ます o 日産のどックアップで送ることもしばしばありました o 一緒に荷台に乗ると，カーブの

時などに大声をあげたりというあどけない表情と，ノド窓4こ速くを見つめて何かを考える顔つき

が日に入りました o 本当に純粋な心を持つ

た少女たちが，構造的に生み出された燦々

な状uによって町の中での生活を強いられ
ているということに対して支援の必姿性を

感じました。今回は綬照時で.最初の出会

いの段階でしたが，実体安伴わない“スト

リ トチルドレン"という言廷が，実際に

人一人の顔として立体的に感じられるよ

うになりました o 友人を過して出会い，彼

女迭のおかれている状況に触れ，それに対

する取り組みをする，という自然なつなが

りの中で，日本lこ帰った今もぷ人たちにこ

の活動を紹介していく必要ーがあると患って

います o そして，また再会できる日までの

ステップアップにしたいと思います o

護士，方舟j ン (FU百DIPROX 5'，7)と主達になヲ t~Aト1トチlYFレン時エドウィン

エユ省、 り -二F 三;:; 町ヤ J ぐ 〉グ 均%程D 俊二P議6>L長宮mll，，-、
現在，メヰニシコの 1CTE技術専科短期大学への寄贈図番を集めていますの

必姿とされている書籍は E インテリア，建築関係の若手門書，関鑑，百科事~， ビ

デオ等 ε，スペイン語，英語で脅かれているものです o また， 日本語学習のため

の教材，カセット等 o 後臼，船便での鎗送による寄贈を考えていますので，お心

あたりのある方はご連絡下さい。ご協力よろしくお願いします， :tトプ事霊前561 85時 2056
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愛知県瀬戸市在住 率良オヌ 寝宰さん

張本さんは，オリープ発足当初からの会員

で，学園醸員をしておられる 62議のとて

もステキなおじさんです。写真の代わりに

志の自醤像を送ってくださいました!

@オリープの会員になった議援は?

改めて関われると，はてなと考えてし

まうのですが多分改のような事だったと

思います。私たち夫婦共々お陰様でどう

にか鍵擦で60歳を越え. 2人の子供もそ
れぞれ結婚し家を出て，議としての賞任

はどうやら果たせました。これは多くの人々のお器だったと患います。今度は私た

ちが何か他人のためにする番だと日頃思っていた折り，私の身近な入がオリープ(

当時AAL臥〉の活動を熱心に従事されているのを知り，これに少しでも協力できれ

ばと患ったのです。初年前の日本は戦争に員けて，食べる物もなく街々には浮浪克

〈ストリート・チルドレン)が益れていました。そこに米軍のジープがやって来て

DDTを頭からかけて留っていた光景を私は忘れることが出来ません。日本が今日

このような豊かな姿Sこなるとはとても懇像できませんでした。これには多くの人々

の援助があったと患います。今度は私たちが何等かの形でそれにお返しをする番だ

と思うのです。弘たちがそれぞれ自分の由来る方法や範囲で，毎日少しずつでも何

か他人のお役に立てればと患っています。これからボランティア活動をするんだ，

と講えなくても.皆が朝起きて譲を註って朝食をとるように，日常生活のひとつの

動作の中でボランティア活動に参加できればと患っています。私達夫婦は現在オリ

ープへのささやかな協力の他，郵援局のボランティア貯金をしたり.ECUADO衰の子

供のフォスターベアレント(里親)をしていますが，多くの人々が無理のない範囲

で他人を患いやればi その力拡大きなものになると思うのです。豊かさの裏には必

ず貧してきがあることをいつも忘れないようにしたいと患っています。

@今後のオワープの活動に関するご意見・ご希望は?

私達の小さな協力や盛かな援助を，スタッフの方々がベストと考える方法で生か

していただければそれで良いと患います。現地での援助活動の状況が，写真やピデ

オ等でもう少し知ることが出来ればありがたいと患います。最後にスタッフの方々

のご鍵康をお祈りします。

貴重なご意見，本当にありがとうございました。根本さん始め多くの会員の皆さ

んの譲かいご支援iと勤まされ惑謝の気持ちで一杯です。会員の皆さんのご要望にも

お答えできるよう今年も頭接りますので，ご協力よろしくお願い致します。



dgpf Y4p-J 
E会員登録のご案内1

オリーブジャパンの活動は，

に会費や寄付金，文化事業

によって支えられています。当

協会の活動趣旨にご賛同いただ

ける方には，会員登録をお騒い

しています。登録手続きについ

ての詳しいお問い合せは，オリ

ーブ事務局まで。

賛助会員(月会 ) 10，000円

正会員 // 5，000円

協力会員( // 2， 000円

参加会員( /1 1， 000丹

向調会員( 〆〆 500同

*年会費として一括払い可

【寄付のお願い】

寄付金は随時，下記の口座で

受付を行っておりますので，ご

協力よろしくお願い致します o

郵便振込口座番号

00890-1-24582 

名義 村一プジ十パン富豪鍛勧齢

Eお問い合わせ}

〒 462

名古鹿北郵便局私書籍 24 

オリーブジャパン

TEL 0561(85)2056 

FAX 0561(85)2056 

9 6年度年間予定

4月 語学講座開校(伊語，英語J..ベイン語)

6月 城北梧カトリック教会バザー

8月 イタリアスタディーツアー

1 0月 聖麦祭(聖霊短大学関祭)バザー

その他 シネフォーラム(隔月)

チャリティーディナー

メキシコ語学研修プログラム

フリーマーケット

講棋会など

1994年 4 月~1995年 3月 決算報告

日 自 i反 入 支 出

会費 503，000 
寄材金 748，775 

文北議邸入 741， 000 

広撃事実寝入 1， 024， 021 

量売 89，560 

撃事入 913 
パウロ三本センター支援金 2，080，800 

露品属人 143，001 

話器品監入 59，676 

通話費(露外含む) 285， 789 

重量(写実現章氏等) 130，056 

志望事案話量準語費 251， 100 
申属費 424，445 

童書費(議産会場費等) 88，263 

議年度量齢 474，601 

生年室議選全 118，740 

議 1宮95年4月-1996竿3月分は 3月来に決害事予定ですe
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